
”
日
時
・
十

一
月
二
十
二
日
午
後

一
時
試
合

開
始
“
と
記
さ
れ
た
「
安
部
球
場
さ
よ
な
ら
送

別
試
合
全
早
脱
戦
」

の
入
場
整
理
券
を
、
い

ま

手
に
し
て
い
ま
す
。

『
早
稲
田
大
学
野
球
部
五
十
年
史
』
の
昭
和

八
年
の
頁
に
は
、
”
七
月
十
日
、
日
本
で
始
め

て
の
夜
間
試
合
が
、
早
大
戸
塚
球
場
で
行
わ
れ
、

多
く
の
観
衆
が
殺
到
し
て
球
場
外
に
溢
れ
た
。
“

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
の
整
理
券
に
は
、

上
方
か
ら
放
た
れ
た
強
い
光
に
よ

っ
て
、
暗
闇

の
中
に
く
っ

き
り
照
ら
し
出
さ
れ
た
安
部
球
場

を
、
ネ

ッ
ト
裏
か
ら
撮
っ
た
写
真
が

一
面
に
印

刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
は
明
治
三
十
五
年
に
創
立
二
十
周
年
を

迎
え
て
、
東
京
専
門
学
校
を
早
稲
田
大
学
と
改

め
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
十
月
に
戸
塚
球
場
は

竣
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
四
年
、

早
大
野
球
部
の
生
み
の
親
で
あ
る
安
部
磯
雄
先

生
を
追
悼
し
て
、
そ
の
名
を
安
部
球
場
と
改
称

し
ま
し
た
。
早
稲
田
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し

後

記

雑

感

ま
れ
、
八
十
五
年
の
輝
し
い
歴
史
を
も
つ
安
部

球
場
は
、

二
十
二
日
の
試
合
を
最
後
に
、
数
々

の
想
い
出
を
残
し
て
幕
を
降
し
ま
す
。

舞
台
が
か
わ

っ
て、

二
十
世
紀
の
早
稲
田
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ

っ
た
安
部
球
場
跡
に
、
二
十

一

世
紀
の

シ
ソ

ボ
ル
と
し
て
、
新
中
央
図
書
館
が

建
設
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど

こ
の
雑
記
を
書
い
て
い
る
時
、
「
早
稲
田
大
学

中
央
図
書
館
新
築
工
事
着
工
披
露
会
」
の
通
知

を
受
け
と
り
ま
し
た
。
十
二
月

一
日
に
地
鎮
祭

が
と
り
行
わ
れ
ま
す
。

大
正
十
四
年
に
完
成
さ
れ
た
蔦
の
か
ら
ま
っ

た
現
図
書
館
は
、
当
時
「
東
洋
こ
と
称
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
今
回
着
工
さ
れ
、
昭
和
六
十
五

年
四
月
に
開
館
予
定
の
新
中
央
図
書
館
は
、
世

界
で
も
屈
指
の
大
図
書
館
と
な
り
ま
し

ょ
う
。

先
輩
の
館
員
の
方
々
は
「
東
洋

一
」
を
建
物

だ
け
に
称
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
資
料
、

図
書
館
活
動
共
に
、
充
実
さ
せ
る
ぺ

く
努
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
意
思
を
受
け
つ
い
で
、

新
中
央
図
書
館
が
、
名
実
と
も
に
大
図
書
館
と

し
て
、
大
学
の
研
究
・
教
育
活
動
を
中
心
に
、

さ
ら
に
広
く
、
日
本
の
、
世
界
の
学
問
・
文
化

発
行
人

印
刷
所

発
行
所

綱

集

早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要

綱
集
委
員
会L-

今

井

斗

早

稲

田

大

学

印

刷

所

早

稲

田

大

学

図

書

館

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
一
ノ
六
ノ
一

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
十
五
日
発
行

早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要

第

28
号

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
着
実
な
、
ま
た

創
意
を
凝
ら
し
た
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま

す。
昭
和
二
年
に
建
て
ら
れ
た
安
部
先
生
の
胸
像

は
、
新
館
の
敷
地
内
に
残
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

第
二
代
館
長
で
あ
ら
れ
た
安
部
先
生
ゆ
か
り
の

地
に
つ
く
ら
れ
る
図
書
館
が
、

二
十

一
世
紀
の

早
稲
田
の
シ
ソ
ボ
ル
と
し
て
恥
じ
な
い
働
き
が

で
き
る
よ
う
、
見
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
本
誌
が
今
後
の
図
書
館
活
動
の
活
性
化
に
役

立
つ
場
に
な
れ
ば
と
念
じ
て
い
ま
す
。


